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連合学習

データフリーモデル蒸留 分散連合学習

広島市立大学産学連携発表会

データを集めることなく機械学習を行う方法である連合学習の機密性を高めるためにデータ
フリーモデル蒸留(DFMD)に基づく連合学習とその分散化について研究開発を行っています。
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